
最近の統計相談から
2025年7⽉医療統計ゼミ
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統計相談
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学内外の⽀援をしています
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直近の事例
•成育医療センター⾕村先⽣の論⽂
•本学出⾝の若林先⽣から⽀援依頼あり
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⼩児ICU⼊院患者のイオン化マグネ
シウム濃度を⾎清マグネシウム濃度
から推定する

•３回のWeb会議
•これまで使われ
ていた変換式が
複雑すぎる
•もう少し変数を
減らせないか
•いくつかモデル
を提⽰すること
を提案
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若林先⽣とは以前からの協⼒関係
•コロナ感染で減少した外来受診数の記述疫学的研究
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当初、t検定の繰り返しを予定
•多重性の問題があるので、平均ー２SD以下で
あることを⽰すことにした
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東邦⼤学 村上教授に相談
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国の報告が２ＳＤで議論
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別の事例
•⿇酔科の研究⽀援
•術前の情報で術後の腎機能障害の予測モデル
•研究者はRで解析
•同じデータを⽤いてStataで解析
•値の⼀貫性確認
•その作業のなかで、⽋損値の扱いについて確認
•エクセルでデータを扱う際の注意点指摘
•現在研究進⾏中
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Stataの作業ログ
•１⾏⽬の
age_80_1
の値を
1
に変更
•下記ログが
記録される
•データの
信頼性確保
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JMPで解析⼿順保存
•データシートの「ファイル」ー「新規作成」ー
「ワークフロー」選択
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ワークフロー
ビルダー
•記録開始のボタン
をクリックしたあとの
操作が記録される
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⼀変量の分布実⾏
•この結果を
出⼒
•その後記録終了
ボタンクリック
•ワークフロー
ビルダーを閉じる
•名前をつけて保存
する画⾯開き、
保存
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記録したワークフロー実⾏
•「ファイル」ー「開く」
•ワークフローファイルを選択して開く
•ワークフロービルダーが開き、ファイルを読み
込む
•実⾏ボタン
クリックすると保存した
操作を実⾏する
• Stataのような値の変更の
ログはとれない
•⾏の削除、⾏の除外の
ログはとれる
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コマンド⼊⼒のソフトと
マウス操作のソフト
• RやSASやStataのようなコマンドを⽂字として
⼊⼒するソフトは、そのコマンドをテキスト
ファイルとして保存しておけば、おなじ操作
を繰り返し実⾏することが可能
• JMPなどのマウスで操作するソフトも、ある程
度操作の記録、保存は可能
•今後データの信頼性確保のため、作業ログなど
の提出が必要になることがあるかもしれません
•そのために、データの適切なバックアップと、
作業ログの保存を⼼がけてください

2025/07/17 16



今後の予定
•来⽉は副専攻の藤野先⽣に研究成果を発表
してもらう予定です
•後期には医学部3年⽣、4年⽣の講義に使ったス
ライドを使ってJMPの操作について解説します
•必要に応じて同じ操作をRやStataで実⾏します
•データセットをどう作るか、計算式を使った
変数作成など、最初は解析までの⼿順を説明
します
•解説スライドはPDFにして教室のホームページ
に掲載する予定です
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